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真
草
千
字
文
（
真
蹟
本
）

（
治チ
ホ
ン本
）
於ヨ
ノ
ウ農　

務ム

シ茲
稼カ
シ
ョ
ク穡　

俶シ
ュ
ク
サ
イ載
南ナ
ン
ポ畝　

我ガ
ゲ
イ藝
黍シ
ョ
シ
ョ
ク稷　

稅ゼ
イ
ジ
ュ
ク熟
貢コ
ウ
シ
ン新　

勸カ
ン
シ
ョ
ウ賞
（
黜チ
ュ
ッ
チ
ョ
ク陟
）

（
治ち

は
）
農の
う

を
（
本も
と

と
し
、）
茲こ

の
稼か
し
ょ
く穡
に
務つ
と

め
よ
。
載こ
と

を
南な
ん

畝ぽ

に
俶は
じ

め
、
我
れ
黍し
ょ
し
ょ
く稷
を
藝う

う
。
熟じ
ゅ
く

せ
る
を
税
と
し
新し
ん

を
貢こ
う

し
、
勧か
ん
し
ょ
う賞
し
（
黜ち
ゅ
っ
ち
ょ
く陟
す
。）
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漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
） 『
真
草
千
字
文
　
真
蹟
本
』 

よ
り 「
税
熟
貢
新
」
の
四
字
の
臨
書

【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　
17
ペ
ー
ジ
参
照

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

真
蹟
本

第
一
六
七
句
目

　
税ゼ
イ
ジ
ュ
ク熟
貢コ
ウ
シ
ン新
（
熟
を
税
し
、
新
を
貢
す
）

〈
語　

釈
〉

　

 

落
合
子
健

　

 

税
ハ
斂
ナ
リ
君
主
ヨ
リ
人
民
ニ
田
租
ヲ
賦
課
ス
ル

ノ
謂
ナ
リ
熟
ハ
禾
穀
ノ
成
熟
ヲ
謂
フ
貢
ハ
獻
ナ
リ

人
民
ヨ
リ
君
主
ニ
物
ヲ
捧
ク
ル
ノ
謂
ナ
リ
新
ハ
初

ナ
リ
是
レ
人
民
艱
難
ニ
耐
ヘ
テ
稼
穡
ス
ル
ト
コ
ロ

ノ
禾
穀
登
リ
之
レ
ヲ
收
穫
シ
以
テ
各
々
其
分
限

ニ
應
ス
ル
租
税
ヲ
負
擔
シ
且
ツ
先
ツ
新
穀
ヲ
君
主

ニ
獻
ル
コ
ト
ヲ
謂
フ
則
チ
國
民
貢
税
ノ
義
務
ナ
リ

〈
大　

意
〉

　

熟
は
成
熟
し
て
実
っ
た
穀
物
を
い
い
、
新
も

同
様
に
新
た
に
実
っ
た
穀
物
の
意
。
税
も
貢
も

み
つ
ぐ
の
意
。

　

穀
物
を
租
税
と
し
て
納
め
、
新
し
い
穀
物
を

貢
ぐ
の
は
農
民
の
務
め
で
あ
る
。

〈
解　

説
〉

　

国
を
治
め
る
根
本
は
農
業
で
あ
る
こ
と
を

説
く
段
。
こ
こ
の
少
し
前
か
ら
禾
部
の
字
が

続
く
。
草
書
の
禾
偏
は
、「
和
」
の
草
書
か
ら

「
わ
」
が
成
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
分
か
り

易
い
。「
ノ
・
タ
テ
・
ヨ
コ
・
左
払
・
右
払
」

の
順
と
な
る
。

〈
書
き
方
〉

税
… 

偏
の
「
禾ノ
ギ

」
は
草
書
法
の
縦
画
先
行
で
書
く
と

草
書
ら
し
く
ス
マ
ー
ト
に
な
る
。
旁
の
脚
部
は
、

「　

     

」
に
「    

」
を
書
く
よ
う
に
理
解
す
。

熟
… 　
　
　
　
　
　
　
　

の
よ
う
に
書
き
進
め
る
。

ま
ず
空
書
を
し
て
筆
路
を
掴
み
、
使
転
の
妙

を
表
わ
す
べ
く
俯
仰
法
を
用
い
て
運
碗
自
在

に
書
く
。

貢
… 

「
工
」
を
「　

」
の
よ
う
に
略
し
「
貝
」
の

草
書
の
「　

  

」
を
書
く
。

新
… 

偏
は
点
・
ヨ
コ
・
木
の
順
で
縦
画
尊
重
。

旁
は
「
ち
」
を
書
く
よ
う
に
。
転
折
部
は

腋
を
開
き
、
鋒
を
押
さ
え
つ
け
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

※ 

草
書
の
筆
順
の
縦
画
先
行
の
法
を
「
税
」

「
新
」
で
体
得
し
よ
う
。

①

②

③

④
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【
用 

具
・
用 

材
】

　
　

筆
＝
蘭ラ
ン
ズ
イ蕊
羊ヨ
ウ
ゴ
ウ毫

　
　

墨
＝
顕ケ
ン

微ビ

無ム

間ゲ
ン

　
　

紙
＝
松シ
ョ
ウ
セ
ツ雪

漢
字
半
紙
（
１
級
～
５
級
）『
真
草
千
字
文
　
真
蹟
本
』 

よ
り 「
税
熟
貢
新
」
の
四
字
の
臨
書

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　

17
ペ
ー
ジ
参
照

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

真
蹟
本

第
一
六
七
句
目

　
税ゼ
イ
ジ
ュ
ク熟
貢コ
ウ
シ
ン新
（
熟
を
税
し
、
新
を
貢
す
）

〈
習
い
方
〉

○ 

姿
勢
、
坐
法
、
執
筆
を
工
夫
。
両
足
の
位

置
（
両
足
を
揃
え
ず
に
右
足
を
微
妙
に
前

に
置
く
）
を
確
認
し
な
が
ら
学
ぶ
。

○ 

用
具
を
選
び
、
磨
墨
の
適
切
を
図
り
、
効

果
的
な
表
現
を
心
掛
け
よ
う
。

○ 

形
態
も
大
事
だ
が
、
筆
遣
い
を
学
ん
で
線

を
作
り
た
い
。

税
… 

禾ノ
ギ

偏
（
の
ぎ
へ
ん
）
と
「　

」
の
組
合

せ
。
筆
写
体
で
は
旁
の
「
口
」
が

「
ム
」
と
な
り
「　

  

」
と
な
る
。
写

経
で
の
書
き
方
に
よ
く
こ
の
例
を
見
る
。

熟
… 

享
、
丸
、
灬
（
れ
っ
か
・
れ
ん
が
）
の

組
合
せ
。
享
の
口
を
梯ハ
シ
ゴ子
の
よ
う
に
書

く
筆
写
体
。「
れ
っ
か
」
は
１イ
チ

、
２ニ
イ　

２ニ

、

３サ
ン

の
リ
ズ
ム
で
書
こ
う
。

貢
… 

三
画
目
の
横
画
を
暢
び
や
か
に
（
長
大

画
）「
力チ
カ
ラ

」
を
入
れ
ず
に
筆
の
重
さ
を

利
し
て
書
こ
う
。
貝
の
３
、
４
、
５
画

は
続
け
て
リ
ズ
ム
よ
く
軽
く
書
く
。

新
… 

斤
（
お
の
づ
く
り
）
を
下
げ
て
暢
び
や

か
に
。「
斤
」
の
最
終
画
に
も
用
筆
、

運
筆
共
に
起
筆
、
送
筆
、
収
筆
の
三サ
ン

過カ

折セ
ツ

が
あ
る
。
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漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
）

「
言
辭
安
定
」
の
四
字
の
倣
書
。「
言
辭
」
ま
た
は
「
安
定
」
の
二
字
を
書
い
て
の
提
出
も
可
。

石 

橋 

鯉 

城 

書　

　
【
用 

具
・
用 

材
】

　
　

筆
＝
永
昌
五
号

　
　

墨
＝
和
墨

　
　

紙
＝
漢
字
用
半
紙

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

『
真
草
千
字
文
』　

17
ペ
ー
ジ
参
照

千
字
文　

第
七
二
句
目

　
言ゲ
ン
辭ジ

安ア
ン
定テ
イ（
言
辭
は
安
定
な
り
）

〈
大　

意
〉

　

禮
記
・
曲
禮
上
に
「
毋
な
カ
レ

レ

不ル
コ
ト

敬
レ

。
セ

儼
げ
ん
ト
シ
テ

  

若クレ
思フ
ガ。
安二 -

定セ
ヨ

 

辭ヲ
一

。」（
敬
せ
ざ
る
こ
と
毋な

か
れ
。
儼
と
し
て
思
ふ
が
若
く
、
辞
を
安

定
せ
よ
）
と
あ
る
。
立
ち
居
ふ
る
ま
い
は

物
を
考
え
て
い
る
よ
う
に
お
ご
そ
か
に
し
、

言
葉
は
落
ち
着
い
て
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
。

〈
解　

説
〉

　

千
字
文
第
七
二
句
。
前
句
の
「
容
止
若

思
」
に
続
く
。
字
形
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
運

筆
の
呼
吸
、
太
細
の
変
化
、
筆
勢
に
留
意
し

て
表
現
し
た
い
。

〈
書
き
方
〉

言
… 

点
を
中
心
と
し
て
、
左
側
を
広
く
象
る
。

横
画
は
等
間
隔
に
。

辭
… 

辞
は
常
用
体
。
辭
は
本
字
。
偏
と
旁
か

ら
な
る
漢
字
は
譲
り
合
っ
て
書
く
（
相

譲
相
避
）。

安
… 

筆
写
体
の
形
で
筆
順
が
変
わ
る
。
早
書

き
す
る
と
「
あ
」
に
な
り
、「
あ
」
の
原

字
。
常
用
体
よ
り
も
結
体
が
引
き
締
ま

る
。「
女
」
の
中
の
分
間
を
ク
ッ
キ
リ
と
。

定
… 

ウ
冠
と

の
組
合
せ
。
点
と
縦
画
を
揃

え
、
左
右
の
払
い
を
暢
び
や
か
に
。
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『
関
戸
本
古
今
和
歌
集
』　

　
17
ペ
ー
ジ
参
照

か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）

　

左
の
『
関
戸
本
古
今
集
』
よ
り
「
身
恒
」
か
ら
「
那
支
わ
堂
流
可
那
」
ま
で
の
四
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。

（
原
寸
）

身
恒　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
我
と
は
な
し
に
卯う

の
花
の
憂う

き
世
の
中
に
な
き
わ
た
る
か
な

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

※ 

古
今
和
歌
集

　

巻
第
三　

夏
歌
164
で
は

「
郭
公
我
と
は
な
し
に
卯
の
花
の

憂
き
世
の
中
に
な
き
わ
た
る
ら
む
」

と
あ
る
。

〈
読 

み
〉

身み

恒つ
ね

本ほ

と
ゝ
支ぎ
　
す春
我
と
盤は

な
し
に

う
の
花
能の
　
う
　
き
有
起
よ
の
那
可
尓

那
支
わ
堂た

る

か

な

流
可
那

〈
大 

意
〉

　

ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
の
は
、

自
己
を
失
い
茫
然
と
し
た
状
態
で
、

浮
世
の
空
を
泣
き
な
が
ら
飛
ん
で

行
く
の
だ
な
あ
。
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

〈
解 

説
〉

　

今
月
も
関
戸
本
の
臨
書
で
す
。

ま
ず
鋭
く
紙
に
食
い
込
ん
だ
線
、

ゆ
る
ぎ
な
い
連
綿
や
深
み
の
あ
る

線
等
に
気
付
き
ま
す
。
多
彩
な

線
を
表
現
す
る
為
、
今
迄
使
用
し

て
い
た
鋒
先
の
面
と
異
な
る
面
を

使
う
様
々
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

Ⓐ
… 

筆
の
上
下
動
で
ま
と
め
あ
げ

た
鋒
先
の
弾
力
を
生
か
し
な

が
ら
筆
を
裏
返
し
て
静
か
に

連
綿
し
ま
す
。

Ⓑ
… 

転
折
の
際
、
横
画
に
グ
イ
ッ

と
筆
圧
を
か
け
「
行
」
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
ま
す
。

Ⓒ
… 

四
行
目
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

縦
流
れ
の
変
体
が
な
は
、
太

細
を
巧
み
に
織
り
ま
ぜ
て
丁

寧
に
面
を
返
し
て
い
ま
す
。

 

（
八
尋
光
華
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

鋭
く
食
い
込
ん
だ
線

変
体
が
な
は
一
文
字
ず
つ
太
細
を
つ
け
な
が
ら
連
綿

き
び
し
い

連
綿

行
尾
が
小
さ
く
な
る
リ
ズ
ム
は
関
戸
本
独
特
で
す

文
字
の
中
心
を
移
動
し
て
連
綿

文
字
の

中
心
線
上
で
連
綿

文
字
を
傾
斜
さ
せ
連
綿

行
頭
は
小
さ
く
始
ま
り

▲

筆
の
動
き

突
い
て
返
す
線

Ⓐ

転
折
し
た
時
の

余
白
も
大
切

Ⓑ

次
の
行
へ

意
識

▲

紙
に
食
い
込
ん
だ
細
線

途
中
字
幅
・
字
間
が
ひ
ろ
が
り

Ⓒ
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『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』　

　
17
ペ
ー
ジ
参
照

　

世
の
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
は
多
く
も
な
り
に
け
る
か
な

か
な
半
紙 
（
1
級
～
５
級
）

　

左
の
図
版
の
「
よ
の
那
可
尓
」
か
ら
「
な
り
尓
介
る
可
那
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

（
原
寸
）

（
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集 

　

巻
下　

懐
旧 

749　

藤
原
為
頼
）

〈
読 

み
〉

よ
の
那な

可か

尓に

あ
ら
万ま

し
可か

は
と

於お

も
ふ
ひ
と
な
き
は
於お

ほ
久く

も

な
り
尓に

介け

る
可か

那な

〈
大 

意
〉

　

こ
の
世
に
今
も
生
き
て
い
て
ほ

し
か
っ
た
と
思
う
人
で
、
す
で
に

故
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
多

く
な
っ
て
き
た
こ
と
だ
な
あ
。

※ 

拾
遺
和
歌
集

　

 

巻
第
二
十　

哀
傷

1299
で
は

　

 「
世よ
の
な
か中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思お
も
ふ

人
な
き
が
多お
ほ

く
も
成
に
け
る
哉
」

と
あ
る
。
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
〜
５
級
） 

〈
参
考
作
品
〉

 

（
甲
谷
景
子
臨
）

〈
解 
説
〉

　

今
月
も
和
歌
一
首
を
二
行
書
き
に
し
ま
す
。

　

始
め
の
「
よ
の
那
可
尓
」
は
特
に
墨
量
控
え
目
で
す
。
筆
に
墨
を
含
ま
せ
た
ら
、
硯
の
縁
で
一
寸
絞
る
よ
う

に
す
る
か
、
反
古
紙
な
ど
に
こ
す
っ
て
余
分
な
墨
を
よ
く
お
と
し
、
墨
量
を
整
え
て
か
ら
書
き
始
め
て
下
さ
い
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
ス
ラ
ス
ラ
と
書
い
て
出
来
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
百
回
、

二
百
回
と
書
く
に
つ
れ
て
、
こ
の
線
が
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
と
か
、
平
板
で
立
体
感
が
な
い
と
か
、
気
づ
く

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
線
質
の
豊
か
な
変
化
が
出
る
ま
で
書
き
込
ん
で
下
さ
い
。 

（
甲
谷
景
子
）

ポ
イ
ン
ト

○ 

紙
を
刻
む
よ
う
な
凜
と
し
た
張
り
の
あ
る
線

で
書
き
ま
し
ょ
う
。（
細
く
て
も
し
っ
か
り

し
た
強
い
線
で
）

　

○ 

方
向
が
変
わ
る
時
は
必
ず
筆
を
立
て
ま
す
。

　

 

そ
れ
か
ら
次
へ
向
か
う
準
備
を
整
え
て
か
ら

方
向
転
換
し
て
下
さ
い
。

○ 

「
那
」
と
「
於
」
の
書
き
方
を
し
っ
か
り

お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

　
　

    

〈
連
綿
線
の
悪
い
例
〉

太
さ
の
違
い

万ま 
鋒
先
を
突
き
刺
さ
る
よ
う
に

立
て
て
か
ら
方
向
を
変
え
る

中
太
に

墨
量
を
う
ん
と
控
え
目
に

墨
を
少
な
く

あ
け
る

那な 

可か 
尓に 

太
さ
の
違
い

強
く

於お 介け 

×
浮
い
た
線

突
き
入
れ
る

中
も
し
っ
か
り
見
て
書
き
ま
し
ょ
う 広

く
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か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
）　

　

左
の
図
版
の
変
体
が
な
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。　
　

　

者は　

尓に　

本ほ　

登と　

利り　

里り　
　

可か　

多た　

曽そ　

那な　

奈な　

奈な　
　

能の　

於お　

末ま　

万ま　

介け　

阿あ

【
用
具
・
用
材
】　

 　

筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 　

墨
＝
か
な
用
和
墨

 　

紙
＝
か
な
用
半
紙

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

〈
出 

典
〉 

安
東
聖
空「
梅
雪
か
な
帖（
上
）」よ
り

　

今
月
か
ら
変
体
が
な
の
練
習
に
な

り
ま
す
。
ま
ず
変
体
が
な
と
は
何
か

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

古
来
、
日
本
に
は
独
自
の
文
字
が

な
く
、
中
国
発
生
の
漢
字
の
使
用
が

進
む
と
、
そ
の
音オ

ン

の
み
を
借
り
て
大

和
こ
と
ば
を
表
わ
し
ま
し
た
。
例
え

ば
「
ケ
」
の
音
の
表
現
に
は
「
計
・

介
・
遣
・
希
」
な
ど
複
数
の
漢
字
が

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
次
第

に
簡
略
化
・
草
書
化
さ
れ
て
「
か

な
」
に
な
り
ま
す
（「
ケ
」
の
か
な
は

「
け
・

・

・

」
な
ど
）。

　
「
一
音
の
表
現
に
複
数
の
か
な
が

あ
る
」
状
態
が
千
年
程
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇

〇
）
年
に
学
校
教
育
で
学
ぶ
か
な
が
、

一
音
一
字
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
ひ
ら
が
な
」
で
、「
ひ
ら
が

な
」
以
外
の
、
従
来
使
わ
れ
て
き
た

か
な
を
「
変
体
が
な
」
と
呼
び
ま
す

（「
ケ
」
の
ひ
ら
が
な
は
「
け
」
一
字

で
、「

・

・

」
な
ど
は

変
体
が
な
で
す
）。

　

現
在
で
は
殆
ど
見
掛
け
な
い
変
体

が
な
で
す
が
、
そ
の
長
い
歴
史
を
考

え
る
と
、
か
な
の
学
習
に
欠
か
せ
な

い
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
川
島
史
子
）
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新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　　
参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

永 

井 

香 

樹 

書

人
間
は　

努
力
す
る
か
ぎ
り　

迷
う
も
の
だ　

ゲ
ー
テ
の
こ
と
ば

〈
出 

典
〉

　
「
こ
の
言
葉
！生

き
方
を
考
え
る
50
話
」

〈
作 

者
〉

　

 

ゲ
ー
テ
（
一
七
四
九
〜
一
八
三
二
）

〈
解 

説
〉

○ 

文
字
数
が
少
な
く
、
漢
字
も
少

な
い
の
で
、
五
号
羊
毛
で
書
き

ま
し
た
。

○ 

平
仮
名
は
、
単
調
に
な
ら
な
い

よ
う
に
字
形
の
広
狭
・
線
の
太

細
に
変
化
を
も
た
せ
、
一
文
節

「
か
ぎ
り
」
を
二
行
に
し
て
添
わ

せ
ま
し
た
。

○ 

片
仮
名
は
、
墨
つ
ぎ
を
し
な
い
で
、

す
っ
き
り
と
書
き
、
違
和
感
が
な

い
よ
う
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

各
行
と
も
左
に
流
れ
な
い
よ
う
に

し
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
右
流
れ

も
、
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に

考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
和
筆　

五
号
羊
毛　

　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
漢
字
用
手
漉
半
紙
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新
和
様
半
紙
（
1
級
～
10
級
）　

参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

石 

橋 

鯉 

城 

書

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　
　

筆
＝
羊
毫
中
楷

　
　

墨
＝
文
鳳
閣
墨

　
　

紙
＝
松
雪　

そ
の
あ
た
り　

片
づ
け
て
吊
る　

蚊か

帳ち
や
う

哉か
な

〈
出 

典
〉

 　
「
荷
風
俳
句
集
」 

〈
作 

者
〉

　

永
井
荷
風（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
） 

〈
大 

意
〉

　

蒸
し
暑
い
夏
の
夜
、
窓
を
開
け

放
し
て
休
み
た
い
。
寝
床
の
回
り

に
は
読
み
か
け
の
本
な
ど
が
散
ら

ば
っ
て
い
て
、
片
付
け
な
が
ら
蚊

帳
を
吊
っ
て
い
る
。

 

〈
解 

説
〉 

○ 

墨
は
濃
い
目
に
、
鋒
先
で
紙
面
を
突

く
よ
う
に
し
て
書
き
、
渇
筆
を
用
い

て
明
る
く
明
快
に
表
現
し
た
い
。

○ 

一
字
〳
〵
の
書
き
ぶ
り
は

　
〈
そ
の
あ
た
り
〉

　
「　

  

」「  　

   

」

　
「 　

  

」「　

   

」「 　

  

」「 　

  　

」

　
〈
片
〉

　
「  　

  　

 　

」

　
〈
け
て
〉

　
「　

   

」「  　

   

」

　

の
如
く
分
け
て
書
く
と
書
き
易
い
。

　

 

手
書
き
文
字
の
味
わ
い
個
性
は
こ

う
し
た
処
に
出
ず
る
。
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漢
字
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　

参
考
手
本 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

林 田 香 濤 書

漢
字
条
幅 （
１
級
～
10
級
） 　

参
考
手
本 

　
　
　
　

 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

小 久 保 嶺 石 書

　

空
憶
武
昌
城

　
　
　
〈
読 

み
〉
空む
な

し
く
憶お
も

ふ
武ぶ
し
ょ
う
じ
ょ
う

昌
城　
　
〈
作 

者
〉
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）「
儲ち
ょ

邕よ
う

の
武ぶ

昌し
ょ
う

に
之ゆ

く
を
送
る
」

　
　
　
〈
大 

意
〉
む
な
し
く
武
昌
の
町
を
追
憶
し
て
い
る
。

　

山
下
夕
陽
芳
草
路
／　

邊
流
水
落
花
村

　
　
　
〈
読 

み
〉
山さ
ん

下か

の
夕せ
き
よ
う
ほ
う
そ
う

陽
芳
草
の
路み
ち

、
橋き
ょ
う
へ
ん邊の
流
り
ゅ
う
す
い水
落ら
っ
か花
の
村む
ら

。　
〈
作 

者
〉
王お
う

越え
つ

（
明
代
詩
人
）

　
　
　
〈
大 

意
〉 

山
の
ふ
も
と
の
芳
草
の
生
え
る
道
に
夕
陽
が
射
し
、
川
の
橋
を
渡
る
と
落
花
の
村
に
通
じ
る
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）
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か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　

参
考
手
本 　

※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由 

　
（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

か
な
条
幅 （
１
級
～
10
級
）　

参
考
手
本 　

※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由 

（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

竹
の
子
や
児
の
歯
ぐ
き
の
美
し
き

　
　
　
〈
読 

み
〉
竹
の
子
や
児ち
ご

乃の

葉は

久ぐ

支き

能の　

美
し
き　
〈
作 

者
〉
服
部
嵐
雪
（
一
六
五
四
〜
一
七
〇
七
）　
〈
出 

典
〉
炭
俵

　
　
　
〈
大 

意
〉 

幼
い
子
供
が
竹
の
子
を
噛
ん
で
い
る
。
そ
の
歯
茎
が
な
ん
と
も
美
し
い
こ
と
だ
。

　

む
す
ぶ
手
に
涼
し
き
影
を
そ
ふ
る
か
な　

清
水
に
や
ど
る
夏
の
夜
の
月

　
　
　
〈
読 

み
〉 

む
す
ふ
て
尓に

涼
し
支き

影
を
所そ

ふ
る
哉か
な　

清し

水み
づ

二に

や
と
類る

夏
の
与よ

能の

月つ
き　
〈
出 

典
〉　

山
家
集
（
西
行
）　

岩
波
文
庫　

佐
佐
木
信
綱
校
訂

　
　
　
〈
大 

意
〉 

手
で
す
く
い
あ
げ
る
清
水
に
夏
の
夜
の
月
が
宿
っ
て
、
そ
の
涼
し
い
影
を
添
え
る
こ
と
だ
よ
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

内 堀 信 嶺 書 中 村 清 徳 書
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春
は
花
夏
ほ
と
と
ぎ
す
秋
は
月
冬
雪
さ
え
て
冷す
ず

し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
〈
作 

者
〉
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）

　
　
　
　
　
〈
大 

意
〉 

四
季
の
め
ぐ
り
（
春
に
は
花
、
夏
に
は
ほ
と
と
ぎ
す
、
秋
に
は
月
、
冬
に
は
雪
）
は
外
側
に
現
れ
る
姿
で
、
そ
れ
ら
を

そ
の
ま
ま
に
爽
や
か
（
す
ず
し
）
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
見
る
人
の
心
が
爽
や
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 

（
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本 

※
新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
対
象
。
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。 

岡　晴 雲 書

〈
解
説
〉

◯ 

右
行
…
「
春
」
は
墨
量
を
多
め
に
軽
く
書

き
出
し
、「
は
花
」
は
字
中
に
空
間
を
つ

く
り
明
る
く
表
現
す
る
。「
夏
」
以
下
の

六
文
字
は
軽
快
に
リ
ズ
ム
よ
く
、
か
ら
っ

と
表
現
す
る
。「
秋
は
」
の
二
文
字
を
接

近
さ
せ
、
そ
の
下
で
空
間
を
と
り
、「
月
」

は
下
部
を
広
げ
て
安
定
さ
せ
る
。

◯ 

左
行
…
「
冬
」
は
字
中
に
空
間
を
と
り
、

明
る
く
大
き
く
見
せ
る
。「
雪
」
は
右
行

二
文
字
の
間
に
収
め
、
五
文
字
を
渇
筆
で

表
現
す
る
。「
冷
」
で
軽
く
墨
を
補
い
、

や
や
右
移
動
さ
せ
軽
快
に
運
筆
し
収
束
さ

せ
る
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
羊
毫
長
鋒
筆　

墨
＝
油
煙
墨

　

紙
＝
紅
星
牌
単
宣

▲
墨

右
へ
張
り
出
し
変
化
を
つ
け
る

※
行
間
に
変
化
を
つ
け
る

五
文
字
渇
筆
で
表
現
す
る

春
は
こ
の
形

▲
こ
の
字
で
墨
を
補
う 軽

快
に
運
筆



教
室
名

氏　

名

月

別

出
品
券

を
貼
る

切りとって提出してください（コピーも可）

・ 月別出品券（65 ページ）とバーコード出品券（段級欄に「実用」
と記入）を左下に貼付してください。

実
用
書 

（
随
意
課
題
）

　

梅
雪
手
紙
帖
よ
り
（
安
東
聖
空
）

○ 

出
品
用
紙
は
、
下
側
に
示
し
た
清
書
用
紙
で
も
、 

こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
書
い

て
も
結
構
で
す
。 

洋
紙
に
書
く
こ
と
を
こ
こ
で
は
原
則
と
し
ま
す
。 

（
今
月
号
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）

お
う
可か

ゝ
い
申
上
末ま

寸す

私
こ
と
八は

恙
な
久く

日
々
家
事
尓に

た
つ
さ
わ
っ
て

居
り
末ま

す
可が

心
は
い
つ
し
可か

母
校
能の

庭
二に

走
り
先
生
の
こ
と
友
達
能の

こ
と
を

な
つ
可か

し
三み

暫
し
八は

思
い
尓に

ふ
け
利り

母
尓に

笑
わ
れ
て
居
り
末ま

寸す

参
考
の
小
筆

・
玉
梓

・
選
毫
圓
健
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※
課
題
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
会
友
〜
準
六
段
の
課
題
予
告
は
18
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

『
真し
ん

草そ
う

千せ
ん

字じ

文も
ん

』
Ｐ．2

�

漢
字
半
紙
（
五
段
～
準
初
段
・
１
級
～
５
級
）

　

梁
の
周
興
嗣
が
つ
く
っ
た
千
字
文
を
真
書
（
楷
書
）
と

草
書
の
二
体
に
書
写
し
た
も
の
で
、
毎
行
十
字
よ
り
な
り
、

標
題
二
行
と
本
文
二
百
行
、
計
二
百
二
行
あ
る
。

　

筆
者
は
隋
の
僧
侶
・
智
永
（
生
没
年
不
詳
）。
書
聖
・

王
羲
之
の
七
代
の
孫
と
い
わ
れ
る
。
智
永
は
楷
行
草
い
ず

れ
の
書
体
も
能
く
し
、
彼
の
書
へ
の
熱
意
は
大
変
な
も
の

で
、
永
欣
寺
に
三
十
年
間
閉
じ
こ
も
っ
て
千
字
文
を
書
き

続
け
、
使
い
古
し
の
筆
が
大
き
な
籠
五
杯
分
に
も
な
っ
た
、

な
ど
の
伝
説
が
伝
わ
る
ほ
ど
の
名
品
で
あ
る
。
特
に
千
字

文
を
よ
く
筆
写
し
、
遣
隋
使
に
よ
っ
て
日
本
に
も
請
来
し

て
い
る
と
い
う
。

『
関せ
き

戸ど

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

』
Ｐ．6

�

か
な
半
紙
（
五
段
～
準
初
段
）

　

古
今
和
歌
集
の
写
本
で
、
加
賀
前
田
家
旧
蔵
、
の
ち
に

名
古
屋
の
関
戸
家
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が

あ
る
。
緑
・
茶
・
紫
な
ど
の
鳥
の
子
の
染
紙
を
糸
綴
じ
の

冊
子
と
し
た
も
の
で
、
も
と
は
上
下
二
冊
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
十
一
世
紀
後
半
こ
ろ
の
書
写
と
考
え
ら
れ
、

伝
藤
原
行
成
筆
と
さ
れ
、
そ
の
書
風
は
流
麗
で
筆
遣
い
に
俯

仰
法
が
見
ら
れ
、
自
然
な
筆
致
で
潤
渇
の
変
化
も
美
し
い
。

　

な
お
、
関
戸
家
に
は
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
四
十
八
枚

が
、
と
び
と
び
な
が
ら
遺
っ
て
い
る
貴
重
な
写
本
の
一
つ

で
あ
る
。 書

蹟

解

説

『
粘
で
っ
ち
ょ
う
ぼ
ん

葉
本
和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う』�

Ｐ．8

�

か
な
半
紙�（
1
級
～
5
級
）

　

藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）
の
手
に
な
る
朗
詠

用
の
歌
集
。
四
季
別
、
主
題
別
に
漢
詩
と
和
歌
を
交
互
に

記
す
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
の
歌
集
で
あ
る
。

　

粘
葉
本
は
そ
の
写
本
の
一
つ
で
、
ペ
ー
ジ
同
士
を
糊
で

次
々
と
貼
り
つ
け
て
本
に
す
る
「
粘で

っ
ち
ょ
う
そ
う

葉
装
」
で
装
丁
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
現
在
は
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
は
平
安
時
代
の

名
書
家
、
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
と
並
び
「
三
蹟
」 

と
し

て
著
名
な
藤
原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
八
）
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

名
筆
家
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
人
物
の
筆
と
伝
え
ら
れ
た

本
書
は
、
そ
の
形
の
美
し
さ
や
流
れ
る
よ
う
な
巧
み
な
構

成
か
ら
、
高
野
切
と
並
び
か
な
臨
書
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

岡
山
高た
か
か
げ蔭

（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
）�

Ｐ．19

�

か
な
半
紙�（
会
友
～
準
六
段
）

　

書
家
、
歌
人
。
号
は
話
雲
。
尾
張
の
人
で
、
良
家
の
子

女
に
書
道
を
指
導
し
、
藤
岡
保
子
、
熊
谷
恒
子
、
森
田
竹

華
ら
を
輩
出
し
た
。

　

書
を
巌
谷
一
六
に
学
び
、
同
時
に
和
歌
を
小こ

い
で出
粲つ

ば
らに
学

び
、
御
歌
所
に
も
奉
仕
、「
高
蔭
百
首
」、「
高
蔭
千
首
」

を
著
し
た
。
ま
た
晋
唐
の
書
に
和
様
の
筆
意
を
加
え
、
独

自
の
雄
渾
な
仮
名
文
字
を
書
い
た
。

　

課
題
（

P.19
）
は
、
徒
然
草
第
十
九
段
。
複
数
巻
あ
る
折

帖
の
う
ち
の
第
五
巻
。
１
ペ
ー
ジ
に
１
行
認
め
ら
れ
て
お

り
、
１
ペ
ー
ジ
は
縦
二
八
・
二
cm
、
横
八
・
〇
cm
。

◆
次
号
8
月
号
課
題
予
告

か
な
半
紙

　

五
段
〜
準
初
段
… 

や
有う

可か

の
日
よ
め
る　

尓に

ふ
の
堂た

ゝ

み
年ね　

今
日
よ
利り

は
い
末ま

こ
む
と
志し

の
き
の
布ふ

を
そ
い
つ
し
か
と
の
み
末ま

ち
わ
多た

る

べ

き

類
倍
起

 

（
関
戸
本
古
今
集
）

 

〈
古
今
和
歌
集 

巻
第
四　

秋
歌
上
183
〉

　

１
級
〜
５
級
…
… 

わ
可が

支き

み
は
ち
よ
尓に

や
ち
よ
に
さ
ゝ

れ
い
し
能の

い
者は

ほ
と
な
り
て
こ
介け

の

む
寸す

末ま

て 

（
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
）

 

〈
古
今
和
歌
集 

巻
第
七　

賀が
の
う
た歌

343
〉

　

６
級
〜
10
級
…
… 

佐
支
遊
三
志
毛　

耳
遍
越
王
堂
連 

所
徒
免
美
世
須

 

〈
梅
雪
か
な
帖　

上
〉

新
和
様
半
紙

　

五
段
〜
準
初
段
… 

未
定

　

１
級
〜
10
級
…
… 

路
地
の
蚊
に
馴な

れ
て
裸
の
凉す

ず
み

か
な

 

（
永
井
荷
風
）

漢
字
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…
未
定

　

１
級
〜
10
級
…
… 

八
月
邊
風
高 

（
李
白
）

か
な
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
… 

水み
づ

の
音ね

に
あ
つ
さ
忘
る
る
ま
と
ゐ
か

な
梢こ

ず
ゑ

の
せ
み
の
聲こ

ゑ

も
ま
ぎ
れ
て

 

〈
山
家
集
〉

　

１
級
〜
10
級
…
… 

江え

の
ひ
か
り
柱
に
き
た
り
今け

朝さ

の
秋

 

〈
成
田
蒼
虬
〉

新
和
様
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…  

落お
ち

葉ば

衣ご
ろ
も

わ
び
て
倚よ

り
け
る
古
き
椽え

ん

染し

む
や
若
葉
の
香
の
ゆ
ら
め
き
て

 

〈
窪
田
空
穂
〉
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自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典
（
講
談
社
）、
五
體
字
類
（
西
東
書
房
）、
大
字
典 （
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑
（
書

藝
文
化
新
社
）、広
辞
苑 （
岩
波
書
店
）、古
語
辞
典 （
旺
文
社
） 

な
ど
を
見
た
い
。

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉  

わ
た
し
の
夏
衣
は
、
も
う
片
側
が
涼
し
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
夜
が
更
け
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
夏
と
秋
と
の
行
き
合
う
空
よ
。

〈
出
典
〉 

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
三　

夏
歌
282　

前
さ
き
の

大だ
い
そ
う僧
正じ
ゃ
う
じ
ゑ
ん

慈
円

夏な
つ
ご
ろ
も衣
片か
た

へ
涼
し
く
な
り
ぬ
な
り
夜よ

や
更ふ

け
ぬ
ら
ん
ゆ
き
あ
ひ
の
空

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

8月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

あ
の
光
る
の
は
千
曲
川
で
す
と
指
さ
し
た
山
高
帽
の
野
菜
く
さ
い
手 

（
北
原
白
秋
）

み
そ
ぎ
す
る
河か
は

の
瀬せ

見
れ
ば
唐か
ら

衣
こ
ろ
も

日ひ

も
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

に
波
ぞ
立
ち
け
る 

（
新
古
今
和
歌
集
284
）

黄
塵
行
客
汗
如
漿　

少
住
儂
家
漱
井
香 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大
）

う
す
紅べ
に

の
楕だ

円え
ん

の
貝
を
七
つ
八や

つ
て
の
ひ
ら
に
載の

せ
も
の
を
思
へ
る 

（
与
謝
野
晶
子
）

岡
山
高
蔭
書『
徒
連
〳
〵
く
さ
』

清
坐
契
心
賞 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉  

雲
が
晴
れ
、
山
の
ほ
ら
穴
の
巣
か
ら
頬
の
赤
い
子
ど
も
の
雉き

子じ

の
啼
く
声
が
し
て
い
る
。

も
う
巣
立
ち
の
頃
ら
し
い
。

〈
作
者
〉 

北
原
白
秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

北
原
白
秋
歌
集
よ
り
「
海
阪
」（
岩
波
文
庫
）

雲
あ
か
る
山
の
真ま
ほ
ら洞
に
啼
く
こ
ゑ
は
丹に

の
頬ほ

の
小こ
き
ぎ
す
雉
子
早
や
巣
立
つ
ら
し

新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

鎌
倉
や
御み
ほ
と
け仏
な
れ
ど
釈し
ゃ
か迦
牟む

に尼
は
美び
な
ん男
に
お
は
す
夏な
つ

木こ

立だ
ち

か
な

〈
大
意
〉  

あ
あ
、
鎌
倉
。
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
釈
迦
様
は
御
仏
で
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
美
男

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
夏
木
立
の
中
に
。

〈
作
者
〉 

与
謝
野
晶
子
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

与
謝
野
晶
子
歌
集
よ
り
「
恋
ご
ろ
も
」（
岩
波
文
庫
）

漢 
字 
半 
紙

〈
出
典
〉

   

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
』

〈
読
み
〉 

文
物
多
く
古
い
に
し
へを
師
と
す
（
杜
甫
「
行
き
て
昭
陵
に
次や
ど

る
」）

〈
大
意
〉 

制
度
文
物
は
古
代
の
良
法
を
範
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

文
物
多
師
古

左
の
語
句
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
）  

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

日
長
く
路
好
く
し
て
城
門
近
し
。
我
が
茅
亭
を
借
り
て
一
杯
を
㬉

あ
た
た

む
。

〈
大
意
〉  

日
長
の
時
分
、
道
も
便
利
な
所
で
町
に
も
近
い
。
私
の
茅
葺
き
の
家
で
一
杯
あ
た
た
め

て
い
き
な
さ
い
よ
。

〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大　

田
園
四
時
雑
興
』

日
長
路
好
城
門
近

借
我
茅
亭
㬉

一
杯

か 

な 

半 

紙

　
　
　
　
　

課
題
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
高
蔭
書
『
つ
れ
〳
〵
く
さ
』
臨
書

　
今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部  

今
月
の
出
品
期
間
7
月
4
日

（月）
～
7
月
13
日

（水）
必
着

会
友
～
準
六
段
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123456
○�

今
回
の
細
字
法
華
経
中
の

「
一
」
を
抽
出
し
て
、
そ

の
書
き
ぶ
り
と
用
筆
と
運

筆
の
違
い
、
変
化
を
示
し

て
お
い
た
。
同
じ
人
が
書

し
て
も
種い

ろ
い
ろ々

に
書
か
れ
て

い
る
。
此
処
に
書
き
手
の

筆
遣
い
の
特
徴
が
見
え
て

く
る
。

○�

な
お
、
こ
の
筆
蹟
を
よ
く

〳
〵
見
る
と
、
現
代
の
中

国
人
に
も
伝
わ
る
細
字
の

執
筆
法
〝
撥は

っ

鐙と
う

法ほ
う

〟
な
る

執
筆
法
に
習
熟
し
た
姿
が

此
処
に
あ
る
。
撥
鐙
法
は

法
隆
寺
金
堂
広
目
天
像
の

執
筆
図
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
解
　
説
〉

石
橋
鯉
城

（
有
能
受
持
是
經
典
者
、
亦
復
）

如
是
、
於
一
切
衆
生
（
中
）、
亦
爲
第
一
。
一
切
聲
聞
、
辟

支
佛
中
、
菩
薩
爲
第
一
。
此
經
亦
復
如
是
、
於
一

切
諸
經
法
中
、
最
爲
第
一
。
如
佛
爲
諸
法
王
、
此

經
亦
復
如
是
、
諸
經
中
王
。
宿
王
華
、
此
經
能
救
。

一
切
衆
生
者
、
此
經
能
令
、
一
切
衆
生
、
離
諸
苦

惱
。
此
經
能
大
饒
益
、
一
切
衆
生
、
充
滿
其
願
、
如

（
能
く
こ
の
経
典
を
受
持
す
る
こ
と
有
る
者
も
亦ま

た復
、）

か
く
の
如
し
、
一
切
衆
生
の
中
に
お
い
て
、
亦
為こ

れ
第
一
な
り
。
一
切
の
声
聞
・

辟
支
仏
の
中
に
て
、
菩
薩
は
為こ

れ
第
一
な
り
。
こ
の
経
も
亦ま

た復
、
か
く
の
如
し
、

一
切
の
諸
の
経
法
の
中
に
お
い
て
、
最
も
為こ

れ
第
一
な
り
。
仏
は
為こ

れ
諸
法
の
王
な
る
が
如
く
、

此
の
経
も
亦ま

た復
、
か
く
の
如
し
、
諸
経
の
中
の
王
な
る
な
り
。
宿
王
華
よ
、
こ
の
経
は
能
く

一
切
衆
生
を
救
う
も
の
な
り
。
こ
の
経
は
能
く
一
切
衆
生
を
し
て
、
諸
の
苦
悩
を
離
れ
し
む
る
な
り
。

こ
の
経
は
能
く
大
い
に
一
切
衆
生
を
饒に
ょ
う
や
く益
し
て
、
そ
の
願
を
充
満
せ
し
む
る
こ
と
、

如是於一切衆生〜若自書の百九十二字を清書して出品。

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。 不二細字研究室　（会友〜１級）　　　國寶　法隆寺傳來細字法蕐經（擴大率二倍） 

（1-4）

（1-11）

（1-12）

（2-8）

（2-16）

（3-9）

（5-1）

（5-10）

（6-8）

（7-6）

（11-9）

（11-12）

（11-16）

（2-3）

（3-5）

（4-8）
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全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。�

清
書
の
氏
名
の
後
に 「
謹
寫
」 

ま
た
は 「
敬
寫
」 
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

789101112

淸
涼
池4

、
能
滿
一
切
、
諸
渴
乏
者
、
如
寒
者
得
火
、

如
裸
者
得
衣
、
如
商
人
得
主
、
如
子
得
母
、
如
渡

得
舩
、
如
病
得
醫
、
如
諳
得
燈
、
如
貧
得
寶
、
如
民

得
王
、
如
賈4

客
得
海
、
如
炬
除
諳
、
此
法
華
經
、
亦

復
如
是
、
能
令
衆
生
、
離
一
切
苦
、
一
切
病
痛
、（
能
解
）一

切
、
生
死
之
縛
。
若
人
得
聞
、
此
法
華
經
、
若
自
書
、

（
若
敎
人
書
、）

清
涼
の
池
の
能
く
一
切
の
諸
の
渇か
つ
ぼ
う乏
せ
る
者
を
満み
た

す
が
如
く
、
寒
き
者
の
火
を
得
た
る
が
如
く
、

裸は
だ
か

な
る
者
の
衣
を
得
た
る
が
如
く
、
商
人
の
主
を
得
た
る
が
如
く
、
子
の
母
を
得
た
る
が
如
く
、

渡わ
た

り
に
船
を
得
た
る
が
如
く
、
病や
ま
い

に
医く
す
し

を
得
た
る
が
如
く
、
暗
に
燈
と
も
し
び

を
得
た
る
が
如
く
、

貧
し
き
に
宝
を
得
た
る
が
如
く
、
民
の
王
を
得
た
る
が
如
く
、
賈こ
か
く客
の
海
を
得
た
る
が
如
く
、

炬
か
が
り
び

の
暗
を
除
く
が
如
く
、
こ
の
法
華
経
も
亦ま

た復
、
か
く
の
如
し
、
能
く
衆
生
を
し
て
一
切
の
苦
、

一
切
の
病
痛
を
離
れ
、
能
く
一
切
の
生し
ょ
う
じ死
の
縛き
ず
な

を
解と

か
し
む
る
な
り
。

若
し
人
、
こ
の
法
華
経
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
若
し
く
は
自
ら
も
書
き
、

（
若
し
く
は
人
を
し
て
も
書
か
し
め
ば
、）

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。

・
三
画
の
字
と
し
て
「
子
」

の
一
字
。

（8-12） （8-8）

（12-7）

・
四
画
の
字
と
し
て
「
王
」

を
採
り
上
げ
て
い
る
。

（4-9）

（4-11）

・
清
涼
池
…
地
と
書
か
れ
て

い
る
が
「
池
」
と
書
か
れ
る

べ
き
処
。

（7-1）（7-3） ・
二
画
の
字
と
し
て
「
人
」

の
二
字
。
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　下
の

 「
般

若
心

経
」 か

、
前

頁「
法

華
経

」 （
見

開
き

12
行

） 一
巻

の
ど

ち
ら

か
を

出
品

し
て

く
だ

さ
い

。
不

二
細

字
研

究
室
　
�（会

友
〜１級

） 
石
橋
犀
水
先
生
書

※
納

経
料

を
添

え
て

ご
出

品
下

さ
い
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〈
読
み
〉
 
延え
ん
め
い命
十じ
っ

句く

観か
ん
の
ん音
経ぎ
ょ
う

�

　
　
　
　

 
観か

ん

世ぜ

音お
ん　

南な

無む

佛ぶ
つ　

與よ

佛ぶ
つ

有う

因い
ん　

與よ

佛ぶ
つ

有う

縁え
ん　

佛ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
え
ん

法
僧
縁　

常じ
ょ
う

楽ら
く

我が

浄じ
ょ
う

�

　
　
　
　

 
朝ち

ょ
う

念ね
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん　

暮ぼ

念ね
ん
か
ん観
世ぜ

音お
ん　

念ね
ん
ね
ん念
従じ
ゅ
う

心し
ん

起き　

念ね
ん
ね
ん念
不ふ

離り

心し
ん

〈
大
意
〉
 
観
世
音　

仏
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る　

仏
と
因
あ
り　

仏
と
縁
あ
り　

仏
と
法
と
僧
と

　
　
　
　

 
の
縁
に
よ
っ
て�　

常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
を
得
ん�

朝
な
朝
な
に
観
世
音
を
念
じ

　
　
　
　

 
夕
な
夕
な
に
観
世
音
を
念
じ　

念
々
、��

心
よ
り
起
こ
り　

念
々
、��

心
を
離
れ
ず
。�

石橋犀水先生書
草苅北望先生解説不二細字研究室 （２級〜10 級） 

納
経
連
絡
用
紙

納
経
者
氏
名

雅
　
号

ふ 

り 

が 

な

※
初
め
て
納
経
さ
れ
る
方
は
、
お
写
経
を
添
え
て
一
緒
に
写
経
事
務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
芳
名
録
の
作
成
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 ふ

り
が
な

〒

−

住
　
　
　
所

電
話
番
号
（
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会

二
百
萬
巻
写
経
実
践
推
進
委
員
会
事
務
局

 

き
り
と
り

試験や月例競書にご出品の作品には、
バーコード出品券と月別出品券を
作品の左下に貼付してください。

月別出品料は無料です。
（納経料は別途）

■
会
友
・
準
会
友
・
八
段
〜
１
級
の
方

　

納
経
料
＝
五
〇
〇
円　

＊
必
ず
ご
納
経
く
だ
さ
い
。

①
本
誌
掲
載
の
「
法
華
経
」
ま
た
は
「
般
若
心
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
発
表
さ
れ
た
段
級
を
（
会
友
・
準
会
友
は
赤
、
段
は
赤
の
漢
数
字
、
級
は
黒
の
算
用
数
字
で
）

バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

③
昇
格
は
し
ま
せ
ん
が
、
準
会
友
〜
１
級
は
天
・
地
で
評
価
さ
れ
ま
す
。�

■
２
級
〜
10
級
の
方

①
「
延
命
十
句
観
音
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
２
級
以
下
は
昇
級
者
に
○
を
つ
け
て
発
表
し
ま
す
。
昇
級
者
は
次
回
、
発
表
さ
れ
た
一
つ
上
の

級
位
を
（
黒
の
算
用
数
字
で
）
バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

③
初
出
品
の
方
は
10
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。�

編
入
試
験
　

細
字
研
究
室　

編
入
試
験
料
＝
一
、
四
〇
〇
円

①
２
級
〜
10
級
の
課
題
を
書
い
て
出
品
。�

②
編
入
用
バ
ー
コ
ー
ド
に
「
編
入
」
と
赤
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
審
査
後
、
相
当
段
級
に
編
入
し
ま
す
。
次
回
は
発
表
さ
れ
た
段
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。�

④
試
験
料
免
除
に
つ
い
て
は
本
誌
「
編
入
試
験
の
ご
案
内
」
に
準
じ
ま
す
。

□
用　

紙　
「
般
若
心
経
」
用
（
20
枚
、100
枚
）「
延
命
十
句
観
音
経
」 

用
（
100
枚
）

　
　
　
　
　
　

三
多
軒
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。（
☎
０
３

−３
２
６
５

−５
４
９
３
）

　
　
　
　
　
【
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
】w

w
w

.santaken.com

□
送
り
先　

〒
101
─

8358
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
二
―
二
―
三

　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会
「
写
経
事
務
局
」
宛
（
傍
線
は
赤
で
）

　
　
　
　
　

＊
写
経
作
品
は
他
の
月
例
競
書
と
は
別
に
し
て
下
さ
い
。

□
納
経
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

�

納
経
を
ご
希
望
の
方
は
一
巻
に
つ
き
五
○
○
円
を
郵
便
振
替
で
ご
入
金
の
上
、�

「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」
を
写
経
作
品
に
添
え
て
お
送
り
下
さ
い
。

□
お
問
い
合
わ
せ　
　

☎︎
０
３
―
３
２
３
４
―
３
９
１
９

□
振
替　
　

口
座
番
号　

○
○
一
四
○
─
二
─
六
三
五
九
二
二

　
　
　
　
　

加
入
者
名　
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会　

写
経
事
務
局

不二細字研究室 出品規定

＊
令
和
三
年
四
月
一
日
よ
り
、
口
座
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

＊�

納
経
料
の
振
込
手
数
料
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
振
替
用
紙
は
お

使
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
振
込
用
紙
を
お
使
い
下
さ
い
。
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A 教室名氏名B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ード
出
品
券

B A

かな半紙　専門部 （会友～準六段） 　

　　左の「雁鳴きて」から「早稲田可利本春那」迄四行を半紙を横に使用して臨書しなさい。

縦二八cm 横三二cm（原寸に近い大きさで書くこと）

○ 一級以上の方はこうした課題を見て、釈文なしで親しめる

ようにしておきたい。また、その為に背臨を試みて覚え

込んで欲しい。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

大正時代の文部省中等教員資格認定試験委員

岡山高蔭書による『つれ〳〵くさ』折帖手本の一部

※徒然草第十九段から

　 七夕まつるこそなまめかしけれ。やう〳〵夜寒になるほど、雁
かり

鳴きてくるころ、

　萩の下
した

葉
ば

色づくほど、早
わ

稲
さ

田
だ

刈
か

り干
ほ

すなど、とりあつめたる事は秋のみぞ多かる。
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（石橋鯉城）

課 　題 　解 　説
漢字半紙　五段～準初段 （真草千字文）

今月の出品期間
7月4日（月）～7月13日（水）必着

漢字半紙　1級～5 級 （真草千字文）

（石橋鯉城）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
）

▼
随
意
… 

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○ 

作
品
は 「
半
紙
横
1  」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

貴
徳

▼
随
意
…
左
に
示
す
平
が
な
に
運
筆
の
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
生イ
ノ
チ命
あ
る
字
に
仕
立
て
な
さ
い
。

 

（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
。
草
書
の
「
於
」
の
書
法
、
筆
遣
い
も
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛
筆
で

記
入
の
こ
と
。

←月別出品券

←バーコード

←―― 　35cm  ――→

←
―　

34 

cm　

―
→

不
二
篆
刻
研
究
室〈

読
み
〉
キ
ト
ク

〈 

大
意
〉 

徳
を
貴
ぶ
こ
と
。

〈
読
み
〉 ［
音
］
ジ
ュ　
［
訓
］
き
・ 
う
え
る
・ 

た
て
る

〈
意
味
〉 

立
ち
木
。
木
を
う
え
る
。
う
ち
立
て
る
。

〈
お
す
す
め
の
用
紙
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・
段
級
を

鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

樹
←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

▼
規
定
…
左
に
示
す
漢
字
を
一
筆
書
と
し
て
墨
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く「
書
」し
な
さ
い
。

 

（
書
体
自
由
） 

一 

字 

書

○ 

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

丸
は

「
ノ
」
が
先

「
タ
テ・タ
テ・ヨ
コ・ヨ
コ
」

筆
写
体
の
書
き
方

最
終
画
を

暢
び
や
か
に

一
画
目
、

か
ぶ
せ
る
よ
う

に
払
う

腋
開
く

腋
を
開
き

鋒
の
向
き
を
変
え
る

圧
み
の
あ
る

線
で

鋒
を
小
さ
く

　

回
転
さ
せ
る

下
げ
て

安
定
さ
せ
る

烈
火
を

一
本
で

俯
仰
法
で

1

2

3

7

4

8

9

10

11

12

5

6

起

送

収 1 2 2 3 のリズムで

長
大
画引

き
締
め
て

広
げ
る

常
用
体

常
用
体

税

熟

筆
写
体

筆
写
体

お
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漢字半紙　６級～10 級 

新和様半紙　五段～準初段

かな半紙　６級～10 級

新和様半紙　1級～10 級

（石橋鯉城）

（永井香樹）（石橋鯉城）

（川島史子）

余
白余

白

・
ゆ
っ
く
り
運
筆
し
て

　

墨
量
を
置
く

・
左
に
流
れ
な
い
よ
う
に

蚊
の
筆
写
体

「
虫
」
→
「 

」

哉
の
筆
写
体

「 

」

片
仮
名
は
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に

位
置
に

留
意

左
右
に
余
白
が
あ
る
の
で

大
き
め
に

墨
量
・
太
線
は

中
心
に

太
め

濁
点
「
か
き
り
」
の
後
で

墨
つ
ぎ

　

▲

払
わ
ず
に

表
現
停
止

1
2

3

4
5

左
右
の
払
い
を
暢
び
や
か
に

中
心

偏
と
旁
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う

譲
り
合
う
（
相
譲
相
避
）

筆
を

上
げ
る 第

一
画

し
っ
か
り
書
く

三
角
に
結
ぶ

丸
く
回
ら
な
い

中
太

中
太

最
上
段
中
央
の「
可
」と
同
じ

下
か
ら
筆
を
当
て
る

三
角
に
結
ぶ

筆
を

上
げ
る

中
太

起
筆
は
鋒
先
を
上
に
し
て
す
っ
と
入
る
。

•

は
、
筆
を
当
て
て
面
を
返
す
。

は
（
者
）　　
　

に
（
尓
）　　
　

ほ
（
本
）　　
　

と
（
登
）　　
　

り
（
利
）　　
　

り
（
里
）

か
（
可
）　　
　

た
（
多
）　　
　

そ
（
曽
）　　
　

な
（
那
）　　
　

な
（
奈
）　　
　

な
（
奈
）

の
（
能
）　　
　

お
（
於
）　　
　

ま
（
末
）　　
　

ま
（
万
）　　
　

け
（
介
）　　
　

あ
（
阿
）

中
心

筆
順
に
注
意

分
間
を

ク
ッ
キ
リ
と

行
頭

行
脚

行
間

は
揃
え
ず
に

　

行
の
響
き
合
い
に
留
意

1 2

3

4

5
6

1
2

3
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漢
字
条
幅　

１
級
～
10
級

（
小
久
保
嶺
石
）

○ 

半
切
五
文
字
作
品
と
し
て
適
切
な
筆
の
サ
イ
ズ

や
墨
量
を
知
る
。

○ 

左
右
に
充
分
に
余
白
を
設
け
て
、
本
文
を
書
い

た
筆
で
落
款
を
入
れ
る
。

空
… 

冠
を
幅
広
く
重
め
に
し
、
中
は
指
法
で
軽
快

に
。
全
体
を
逆
三
角
形
に
ま
と
め
る
。

憶
… 

立
心
偏
は
点
2
つ
が
先
。
画
数
が
多
い
の

で
、
細
目
の
線
で
ま
と
め
る
が
、
鋒
先
を
利

か
せ
て
抑
揚
を
つ
け
た
い
。

武
… 

こ
の
作
品
の
中
心
と
な
る
文
字
。
真
中
を
締

め
、「    

」は
骨
力
あ
る
線
で
暢
び
や
か
に
。

昌
… 

概
形
は
台
形
に
し
て
「
日
」
2
つ
の
構
成
。

転
折
で
は
腋
を
開
き
、
日
の
中
の
横
画
は
空

間
を
と
っ
て
明
る
く
す
る
。

城
… 

「
武
」
と
同
様
に
真
中
を
締
め
て
、
戈か

法
を

暢
び
や
か
に
収
め
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
中
鋒　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

漢
字
条
幅　

五
段
～
準
初
段

（
林
田
香
濤
）

　

律
動
性
の
一
貫
を
意
識
し
て
、
今
回
は
細
く
な

り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
少
し
太
味
で
リ
ズ
ム
を
と
る

こ
と
が
目
標
。
流
れ
を
出
そ
う
と
す
る
と
速
く
、

細
く
運
筆
す
る
傾
向
を
多
く
見
る
。
本
当
の
リ
ズ

ム
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。

○ 

あ
ま
り
細
い
線
を
用
い
な
い
で
表
現
し
て
み
よ
う
。

○ 

文
字
の
大
小
・
長
短
を
意
識
し
て
お
こ
う
。

○ 

流
れ
が
切
れ
な
い
よ
う
、
意
識
を
連
続
さ
せ
て

い
こ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
筆　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
内
堀
信
嶺
）

○ 

句
の
意
を
想
い
、
清
楚
な
表
現
を
試
み
ま
し
た
。

○ 

字
間
の
広
狭
・
単
体
・
連
綿
に
よ
り
、
行
の
流

れ
を
変
化
さ
せ
て
み
た
。

○ 

行
の
中
間
部
で
の
疎
密
の
変
化
を
大
切
に
し
て

み
ま
し
た
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
鼬
毫
か
な
条
幅
用
筆　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
画
仙
紙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
中
村
清
徳
） 

　

書
き
始
め
静
か
に
、
ひ
ら
が
な
で
淡
々
と
入

墨
。「
涼
」
は
行
書
で
「
し
支
」
の
縱
画
で
行
を

引
き
締
め
ま
す
。「
影
」
は
行
の
広
が
り
を
持
た

せ
、
行
尾
「
哉
」
で
一
行
目
を
ま
と
め
ま
す
。
二

行
目
「
清
水
」
は
行
書
淡
墨
で
思
い
切
り
の
び
や

か
に
進
め
ま
す
。「
や
と
類
」
は
作
品
を
ま
と
め

る
大
切
な
動
き
で
す
。
し
っ
か
り
練
習
し
て
書
き

上
げ
て
下
さ
い
。
更
に
結
句
で
全
体
を
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
条
幅
用
筆　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
和
画
箋

含
墨

腋
開
く

腋
開
く

向かい合う

指
法
で

軽
快
に

ど
っ
し
り
と

重
く

方
向
の

変
化

含
墨

締
め
る

フ
ト
コ
ロ点の向きの

変化

1
２

３

締
め
る

含
墨

骨力のあるうねり
（鋒先を喰いこませる）

腋
開
く

1

5

2

6

3
4

1

5

2

6

7

3

4

長
く
・

　

活
動
的
に

広
げ
て
明
る
く

ゆ
っ
た
り
と

淡
々
と
書
き
進
む

広
が
り

筆
先
を
反
動
し
て

引
き
締
め
て

引
き
締
め
る

タ
テ
画
を
し
っ
か
り
入
れ
て

思
い
切
っ
て
気
持
ち
よ
く

タ
テ
画
し
っ
か
り
と

太
く
や
ゝ
小

広
く

し
っ
か
り
と
終
筆
尖
ら
な
い左

へ

　

大
き
く

タ
テ
画
し
っ
か
り
と
！

大
・
活
動
的
に

小

小

太

大
・
活
動
的
に

中
心
移
動

の
び
の
び
と

あ
け
る

あ
け
る

行
の
広
が
り
を

作
る

密
度
を

高
め
る

の
び
や
か
に
堂
々
と

未


